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固形培地耕によるトマト栽培施設からの排出量が極めて多いことから,トマトのロックウール栽培施設(かけ流し方式)を対象として物質フローの解析を行った。窒素
フローを計算すると,肥料として投入された窒素量が約140kg,排液として排出される窒素が25%の35kg,出荷される窒素量は18kg(13%),残りの,87g(64%)は廃棄
されていることになるが,これは堆肥等として再利用されていた。さらに,ゼロエミッション化のための要素技術として,排培養液からの窒素の除去とりんの回収を目
的とした,硫黄の酸化還元微生物を用いる新しい方法を提案した。本処理プロセスは,2層からなり前段は鉄を接触剤とした生物ろ床とし,硫酸塩還元とりんの沈殿お
よび硫黄脱窒を行う。後段ではチオ硫酸を添加して残存した硝酸塩を硫黄脱窒によって窒素ガスに転換する者である。基礎実験により,前段で50%程度のリンを回
収するっっkとが可能であることが明らかになった。前段で,硫黄脱窒がおこるために後段でチオ硫酸塩の添加量が10%程度節減できると見込まれた。

[Publications] Yamamoto-Ikemoto et.al: "Nitrogen removal from hydroponic culture wastewater by autotrophic denitrification using thiosulfate"Water
Science and Technoilogy,. 42. 369-379 (2000)
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